一 電車で 老子に 会った 話 

中学で 孔子 や 孟子の こと は 飽きる ほど 教わった が、 

老子の こと はちつ とも 教わらなかった。 ただ 自分 等よ 

り 一年 前の クラスで、 K 先生と いう、 少し 風 変り、 と 

いうよりも 奇行 を 以て 有名な 漢学者に 教わった 友人 達 

の受 売り 話に よって、 孔子の 教えと 老子の 教えとの 間 

に存 する 重大な 相違に ついて、 K 先生の 奇 説なる もの 

を 伝聞し、 そうして 当時 それ を 大変に 面白い と 思った 

ことがあった。 その 話に よると、 K 先生 は 教場の 黒板 

へ 粗末な 富士山の 絵 を 描いて、 その 麓に 一 匹の 亀 を 這 



じの する ものであった。 それらの 書物 を 通して 見た 老 

子 は 妙に じじむ さいば かり か、 何となく 偽善者ら しい 

もったい 

勿体ぶ つ た 顔 をして い て、 どうも 親しみ を 感ずる 訳に 

は 行かない ので、 ついつ いおし まいまで 通読す る 機会 

がな く、 従って 老子に 関する 概念 さえな しに この 年月 

を 過ごして 来たので あった。 

つ い 近頃 本屋の 棚で 薄っぺらな 「イン ゼル -ビ ュ フエ 

ライ 叢書」 を ひやかし ていたら、 アレクサ ンダ ー • ゥ 

ラ ー ル という 人の 『老子』 というの が 出て 来た。 たつ 

た 七十 一 頁の 小冊子で ある。 値段が 安いのと 表紙の 色 

刷の 模様が 面白い のとで 何の気なしに それ を 買って 電 



の 発明の 種が あると すれば、 同じ 塵の 中には 未来の 新 

発明の 品 玉が まだまだ いくら も 蔵され ている かもしれ 

， 广 r 

な レ 

「ァ ー、 そんな もの は 君、 もう 二十 年 も 前に ドイツの 

何某が 試みて 失敗した もの だよ」 といった ような こと 

をしたり 顔に 云って 他人の 真面目な そうして 実際 はか 

なり 有望な 独創的 研究 を あたまから けなしつ ける よう 

な いわゆる 大家 も 決して 珍しく はない。 「それ は 君、 

昔 フランスで やった もの だよ」 と 云って 若い 技師の 進 

言 を 言下に 退ける 局長 もまた 珍しく はな いであろう。 

これらの 大家 や 局長が アイ ネア スの 兵法 を 読んで いな 



か つたお かげで 電信 印字機 や 写真 放送 機が 完成した か 

もしれ ない ので ある。 

三 御馳走 を 喰う と 風邪 を 引く 話 

昔、 自分の 勤めて いた 役所に M という 故 参の 助手が 

いた。 かなりの 皮 肉屋で あつたが、 ときどき 面白い 観 

察の 眼 を 人間 一 般の 弱点の 上に 向けて 一 風 変った リ 

マ ー クを する ことがあった。 その 男の 変った 所説の 一 

例 を 挙げる と、 自分が 風邪 を 引いて 熱 を 出したり した 

とき 「アン マリ 御馳走 を 喰べ 過ぎ るん じゃあないです 



か」 と 云って は にゃにゃ 笑う のであった。 

御馳走 を 喰う と 風邪 を 引く というの は 一 体 どういう 

意味 だか 分からな か つ た。 御馳走 を 喰えば 栄養に なり、 

喰い 過ぎれば 腹 下り を 起こす くらいの こと は 知つ てい 

たが、 この、 医学者で も 物理学者 でも 何でもない 助手 

M 君の 感冒 起因 説 は 当時の 自分の 医学 上の 知識 を 超越 

していた ので ある。 

しかし、 その 当時 気の ついてい たこと は、 何 かしら 

自分の 研究 仕事に うまい 糸口が 見付かって それです つ 

かり 嬉しくな つて 仕事に 夢中になる、 そういう 時に ど 

う もき まって 風邪 を 引く らしい という ことで ある。 尤 



たために 風邪 を 引く の だと、 云えば 云われな くもない 

であろう。 

しかし、 その 当時に、 当時に は 御馳走と 思われた 

ぎ ゆうなべ 

牛鍋 や 安洋 食 を 腹 いっぱいに 喰って、 それで あとで 

風邪 を 引いた という はっきりした 経験 は つ ぃぞ持 合わ 

せず、 従って M 君の 所説 は 一 向に 無意味な ただの 悪 ま 

れロ としか 評価され ないで 閑却され ていたの である。 

ところが、 おかしな ことに はつい 近年に なって この 

M 君の 無意味ら しく 思われた 言葉が 少しずつ 幾分 か の 

よみがえ 

意味 を附 加され て 記憶の 中に 暨 つて 来る ような 気が 

する、 というの は、 どうかして 宴会 や 友達との 会合な 



どが 引続いて 毎日 御馳走 を 喰って いると、 その 揚句に 

ふいと 風邪 を 引く というよ うな 経験が どうも 実際に 多 

いような 気がして 来たので ある。 御馳走の 直接の 結果 

であるか、 それとも 御馳走に 随伴す る 心身の 疲労の た 

めだか その 点 は 分からな いが、 とにかく 事実そう いう 

場合が 多い らしい。 

昔から、 粗食が 長寿の 一法 だとの 説が ある。 これ は 

考えて みると 我が M 君の 説 を 裏側から 云った ものの よ 

うに 思われて 来る。 一 体 普通の 道理から 云う と 年 をと 

れ ばうまい もの を 喰つ て 栄養 をよ くした 方が よさそう 

に 思われる が、 うまい もの はつい つ い 喰い 過ぎる 恐れ 



云って マスク を やめろ と 人に 強いる 勇気 もない。 ただ 

世の中に マスク 人種と 非 マスク 人種との 存在す る 事実 

を 実に 意味の 深い 現象と して ぼんやり 眺めて いるば か 

りで ある。 

(昭和 九 年 三月 『経済 往来』) 
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